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会  議  記  録  

 

高 松 市 附 属 機 関 等 の 設 置 、 運 営 に 関 す る 要 綱 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 会 議 記 録 を

公 表 し ま す 。  

会  議  名  令 和 ３ 年 度 第 ２ 回 高 松 市 創 造 都 市 推 進 審 議 会  

 

開 催 日 時  令 和 ４ 年 ２ 月 １ ５ 日 (火 ) １ ０ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０  

開 催 場 所  Ｗ ｅ ｂ 会 議 （ 来 場 者 用 ： 高 松 市 役 所 １ １ 階 １ １ ３ 会 議 室 ）  

議     題  

（ １ ） 第 ２ 次 高 松 市 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン に お け る 令 和 ２ 年 度 実

績 に つ い て  

（ ２ ） そ の 他  

公 開 の 区 分    ■  公 開   □  一 部 公 開   □  非 公 開  

上 記 理 由   

出 席 委 員  

佐 々 木 会 長 、 真 鍋 副 会 長 、 西 成 委 員 、 大 久 保 委 員 、 木 村 委 員 、 三

井 委 員 、 小 池 委 員 、 中 西 委 員 、 香 西 委 員 、 藤 田 委 員 、 平 野 委 員 、

原 委 員 、 植 中 委 員 、 篠 田 委 員 、 杉 ノ 内 委 員  

事  務  局  

長 井 創 造 都 市 推 進 局 長 、 石 川 創 造 都 市 推 進 局 次 長 兼 産 業 経 済 部

長 、 次 田 文 化 ・ 観 光 ・ ス ポ ー ツ 部 長 兼 文 化 芸 術 振 興 課 長 、 白 井 農

林 水 産 課 長 、 吉 峰 観 光 交 流 課 長 、 佐 野 美 術 館 美 術 課 長 、 田 中 男 女

共 同 参 画 ・ 協 働 推 進 課 長 、 上 原 市 場 管 理 課 長 補 佐 、 今 池 産 業 振 興

課 長 、 山 下 産 業 振 興 課 長 補 佐 、 三 浦 産 業 振 興 課 創 造 産 業 係 長 、 岡

本 産 業 振 興 課 主 査  

傍  聴  者      ０   人   （ 定 員  ３  人 ）  

担 当 課 及 び

連 絡 先  

産 業 振 興 課  創 造 産 業 係  

８ ３ ９ － ２ ４ １ １  

    

審 議 経 過 及 び 審 議 結 果  

 

１  開会  

  （事務局から開会挨拶）  

 

２ 議題（ １）  
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審議経過及び審議結果 

 【会長】  

 そ れ で は 、 議 題 （ １ ） に つ い て 議 論 を 進 め て い き た い 。 事 務 局 か ら 配

布資料の説明をお願い したい 。 

 

（事務局から配布 資料【資料 ３】について 説明）  

 

 【会長】  

 そ れ で は 最 初 に 、 今 回 、 事 前 に 議 論 す べ き テ ー マ を い た だ い て お り ま

すので、資料のご説明をお願いしたい 。 

 

 【委員】  

 １ つ 目 に 、 交 流 プ ロ ジ ェ ク ト の 「 観 光 客 受 入 環 境 整 備 事 業 」 に つ い

て、丸亀町商店街では、フリーWi-Fi が使用できるが、ほとんどの高松市

関連施設ではフリー Wi-Fi が使用できない 。フリーWi-Fi は、皆さん が自

由 に 使 え る よ う な 形 に し て い た だ か な い と 、 今 か ら の Ｉ Ｔ 時 代 に は 、 つ

いていけないのではないかと思う。  

 ２ つ 目 に 、 交 流 プ ロ ジ ェ ク ト の 「 高 松 市 文 化 芸 術 ホ ー ル 改 修 事 業 」 に

つ い て 、 天 井 照 明 は Ｌ Ｅ Ｄ を 使 う と 思 う が 、 白 色 光 だ と 本 来 の 色 が 損 な

わ れ る 。 高 松 市 の 美 術 館 は 、 白 色 光 そ の ま ま で や っ て い る 。 電 灯 色 を 混

ぜ 合 わ せ る と 、 自 然 に 近 い 光 が 出 る の で 、 や は り 電 灯 色 を 交 え た 形 で し

ていただいたほうがよいのではないか 。 

 ３ つ 目 に 、 交 流 プ ロ ジ ェ ク ト の 「 高 松 市 市 民 活 動 セ ン タ ー 運 営 事 業 」

に つ い て 、 瓦 町 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ の ８ 階 を 皆 さ ん に 身 近 な も の と し て 、 も っ と 使

っていただくことが大事では ないかと思う。  

「 広 報 高 松 」 で 、 広 報 活 動 は し て い る と は 思 う が 、 宣 伝 が 足 り な い と

思 う 。 ホ ー ム ペ ー ジ を も っ と 活 用 し つ つ 、 「 広 報 高 松 」 に Ｑ Ｒ コ ー ド を

載 せ 、 皆 さ ん が ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク セ ス し や す い よ う に す れ ば よ い と 思

う。 

 

 【会長】  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 以 上 、 ３ 点 の 質 問 が 出 て い る の で 、 ま ず 、

事務局からそれぞれお答えいただきたい 。 
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 【事務局 （観光交流課）】 

 １点目のフリー Wi-Fi の件だが、観光交流課が所管している施設 や交通

の 結 節 点 な ど の 観 光 客 が た く さ ん 訪 れ る よ う な 場 所 を 中 心 に 、 「 か が わ

Wi-Fi 高 松」 とい うＳ ＳＩ Ｄ の Wi-Fi を 整 備し てい る 。ま た、 商 店街 で

は 、 丸 亀 町 商 店 街 に 限 ら ず 、 中 央 商 店 街 ８ 町 商 店 街 の ア ー ケ ー ド 下 の 公

共空間部分に「かがわ Wi-Fi 高松」 を整備している。 

高松市の様々な施設で、フリーWi-Fi を入れることにつ いては、各施設

の 目 的 や 利 用 者 へ の サ ー ビ ス を ど こ ま で 高 め る の か と い う 部 分 で 、 個 別

の事情等を勘案しながら整備していく必要があろうかと 思う。 

観光の観点からだけ で言えば、フリーWi-Fi は、インバウンド、つまり

外 国 人 の 方 に 対 す る 通 信 環 境 を 提 供 す る と い う 観 点 で 整 備 を し て い る の

で 、 当 然 、 日 本 人 の 方 も 使 え る が 、 そ の 費 用 対 効 果 を 考 慮 し 、 ど れ ぐ ら

い コ ス ト を か け て 、 ど の エ リ ア ぐ ら い ま で 広 げ て い く か と い う の は 、 常

に 社 会 環 境 の 変 化 を 見 な が ら 、 引 き 続 き 、 今 後 も 検 討 し て い き た い と 思

う。 

一方、世界全体が５G や６G といった、次世代の通信環境になっていく

中で、公衆無線ＬＡＮ、 フリーWi-Fi のあり方というのも、やや根本的に

見直す必要が出てくると感じて いる 。 

い ず れ に し て も 、 そ う い う 社 会 環 境 を 見 な が ら 、 行 政 サ ー ビ ス と し て

どこまでフリーWi-Fi を整備していく のかということについては、検討し

ていきたいと思う。  

 

【事務局（文化芸術振興課）】  

２ 点 目 の サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 の 改 修 工 事 に つ い て 、 令 和 ４ 年 度 か ら

令 和 ５ 年 度 に か け て 改 修 工 事 を 行 う が 、 天 井 照 明 に つ い て は 、 基 本 的 に

は 、 現 状 の ホ ー ル の 雰 囲 気 を 基 に 更 新 す る 予 定 で あ る 。 一 般 的 に 、 色 温

度 、 ケ ル ビ ン が 高 い と 白 色 か ら 青 み を 増 し た 色 合 い に な り 、 ケ ル ビ ン の

数 値 が 下 が る と 赤 み を 増 し た 色 に な る が 、 ホ ー ル 内 の 照 明 に つ い て は 、

そ の 利 用 目 的 に 合 っ た 照 明 の 色 合 い 、 或 い は 客 席 の 上 部 や 舞 台 上 部 と い

った場所の違いによって、照明 を組み合わせる 計画になって いる。 

ま た 、 高 松 市 美 術 館 の 照 明 の 話 も あ っ た が 、 通 常 、 展 示 室 は ３ ， ０ ０

０ ケ ル ビ ン の 、 や や 暖 色 系 の 照 明 を 使 用 し て い る 。 た だ 、 現 代 ア ー ト 系

の 展 覧 会 に お い て は 、 作 家 の 希 望 に よ り 、 フ ィ ル タ ー を 入 れ る こ と で ケ

ルビンの数値を変えて、白色系の照明にすることが ある。 
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い ず れ に し て も 、 展 覧 会 や 作 品 に 合 わ せ た 雰 囲 気 の あ る 照 明 の 演 出 も

考えており 、その辺りは適切に対応してまいりたい。  

 

【事務局（男女共同参画・協働推進課）】  

３ つ 目 の 市 民 活 動 セ ン タ ー の 広 報 活 動 に つ い て 、 ま ず 、 瓦 町 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ

を 身 近 な も の と し て 推 進 す べ き で あ る と い う 点 だ が 、 市 民 活 動 セ ン タ ー

に つ い て は 、 「 中 間 支 援 組 織 」 と し て 、 市 民 活 動 に 興 味 を 持 っ て い た だ

け る よ う な 、 市 民 活 動 の き っ か け に な る よ う な 場 を 提 供 し な が ら 、 市 民

活 動 団 体 等 の ニ ー ズ に 合 わ せ た 講 座 等 を 開 催 す る と と も に 、 市 民 の 方 々

に 気 持 ち よ く 安 心 し て 利 用 し て い た だ け る よ う 、 親 し み や す い 窓 口 づ く

りに努めているところである 。 

ま た 、 ご 承 知 の よ う に 、 こ の フ ロ ア は 、 市 民 活 動 セ ン タ ー の ほ か に 、

４ 施 設 あ り 、 複 合 的 な フ ロ ア と な っ て い る こ と か ら 、 各 担 当 課 と も 協 力

しながら、市民の方々が利用しやすい環境整備に努めてまいりたい。  

「 広 報 高 松 」 の 活 用 等 に つ い て 、 市 民 活 動 セ ン タ ー で の 講 座 等 に つ い

て は 、 随 時 、 広 報 掲 載 依 頼 等 し て い る も の の 、 広 報 は 発 行 が 月 １ 回 と な

っ て お り 、 紙 面 に 限 り も あ る こ と か ら 、 掲 載 さ れ て い な い こ と も 少 な く

な い 。 そ の 状 況 を 考 慮 し 、 市 民 活 動 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ は も と よ

り 、 市 民 活 動 セ ン タ ー 独 自 で の 情 報 誌 と し て 、 「 コ ラ ボ 高 松 」 や 「 情 報

誌 コ コ ラ ボ 」 を 発 行 し 、 市 民 活 動 セ ン タ ー 等 の 講 座 の 情 報 や 活 動 状 況 を

情報発信している 。 

 ご 提 案 に も あ っ た 、 Ｑ Ｒ コ ー ド の 活 用 等 に つ い て は 、 各 講 座 の チ ラ シ

等 に な る べ く Ｑ Ｒ コ ー ド 等 を 活 用 し て い る と こ ろ だ が 、 今 後 も 活 用 を 進

めていきたい。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

瓦 町 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ は 、 こ の 審 議 会 も 開 催 し た 場 所 で あ り 、 様 々 な イ ベ ン ト

で も 活 用 さ れ て い る 。 質 問 が あ っ た よ う に 、 「 広 報 高 松 」 に Ｑ Ｒ コ ー ド

な ど を 載 せ れ ば も っ と 簡 単 に 情 報 を 得 ら れ る と い う こ と で 、 こ れ に つ い

ては改善をするという方向で考えを伺った 。 

それでは、他に、 事業の取組 についてご意見を伺いたい。  

 

 



5 

 【委員】  

 芸 術 士 派 遣 事 業 の 関 係 者 と し て 補 足 さ せ て い た だ く と 、 本 事 業 は 今 年

度 か ら 、 希 望 す る 施 設 の 全 て に 芸 術 士 を 派 遣 す る と い う 風 に 大 き く 方 針

が 変 わ っ た 。 具 体 的 に は 、 こ れ ま で は ４ ３ 園 に 年 間 ４ ０ 回 ほ ど 派 遣 し て

い た が 、 今 年 度 は ７ ３ 園 の 希 望 に 対 し 、 予 算 は 変 わ ら な い の で 、 回 数 を

約 半 減 し て 、 大 体 月 ２ 回 の 割 合 で 、 年 間 ２ ２ 回 派 遣 す る と い う こ と に な

っ た 。 当 初 は 、 上 半 期 だ け で ２ ２ 回 、 下 半 期 だ け で ２ ２ 回 と 、 前 後 に 分

け る と い う 案 も あ っ た が 、 通 年 で 子 ど も た ち と 関 わ り た い と い う 芸 術 士

の熱い希望が多く 、年間で延べて２２回派遣するということになった。  

と こ ろ が 、 昨 今 の コ ロ ナ の 状 況 で 、 特 に ２ 月 ・ ３ 月 は 、 急 に 、 派 遣 先

の 施 設 で 陽 性 者 が 出 た と か 、 子 ど も た ち に か な り 広 が っ て い ま し て 、 施

設 の 方 か ら 中 止 や 延 期 を す る と い う 声 が 多 く な っ て き て お り 、 派 遣 さ れ

ず 、 事 務 局 に 来 て い る 芸 術 士 も 増 え て き た 。 し か し 、 幸 い 、 希 望 す る ７

３ 園 に 行 け る よ う に な っ た と い う こ と で 、 派 遣 先 の 施 設 の 皆 さ ん に は 大

変喜んでいただいている という状況である 。 

あ と 、 １ ２ 年 や っ て い る 中 で 、 や っ と 周 辺 市 町 の 善 通 寺 で も 、 こ の 夏

か ら 回 数 は 少 な い が 、 実 験 的 に 事 業 が 始 ま っ た 。 来 年 は も っ と 増 え る 。

そ れ か ら 、 丸 亀 市 も 手 を 挙 げ て く だ さ り 、 来 年 度 、 丸 亀 市 立 の 保 育 園

に 、 年 間 数 回 派 遣 す る 。 県 下 周 辺 市 町 か ら の 、 こ の 事 業 を や っ て み た い

というオファーが 当法人の方にも増えてきて いる。 

 

【会長】  

 ありがとうございます。  

こ の 芸 術 士 派 遣 事 業 と い う の は 、 全 国 的 に も 注 目 を 集 め て い て 、 私 が

知 る 限 り 、 京 都 市 や 金 沢 市 も 類 似 の も の が 始 ま っ て い る 。 特 に 保 護 者 か

ら 非 常 に 関 心 を 持 た れ て お り 、 保 育 関 係 者 か ら す る と 、 専 門 用 語 だ が 、

「 非 認 知 教 育 」 と い う か 、 認 知 と 非 認 知 を か け て 、 い わ ゆ る 感 情 と か 感

性、そちらを伸ばすということの教育に非常に効果があるという 。 

た だ 、 お 話 に あ っ た よ う に 、 オ ミ ク ロ ン 株 が 、 特 に ワ ク チ ン を 接 種 し

て い な い 幼 児 、 或 い は 小 学 校 低 学 年 で 急 速 に 広 が っ て い る た め に 、 こ の

事 業 実 施 に 困 難 を 伴 う 。 コ ロ ナ が 収 ま っ て く る と 、 新 し い 可 能 性 と し て

開かれてくるようにも思う 。どうもありがとうございました。  

こ ど も プ ロ ジ ェ ク ト 関 係 で は 、 高 松 市 美 術 館 子 ど も ア ー ト ス ペ ー ス 事

業 も あ る が 、 こ れ に つ い て 、 何 か ご 質 問 と か ご 意 見 が あ り ま し た ら 。 い



6 

かがでしょうか。  

 

【委員】  

 意 見 で は な い が 、 美 術 館 に 伺 っ た と き に は 、 必 ず 子 ど も た ち の ス ペ ー

ス も 見 る よ う に し て い る が 、 感 染 症 対 策 な ど も か な り き ち ん と と ら れ て

い て 、 利 用 者 が 安 心 安 全 に 使 え る と い う こ と を 心 が け て お ら れ る 。 こ の

２ 年 間 、 様 々 な オ ン ラ イ ン の プ ロ グ ラ ム で あ っ た り 、 閉 館 ・ 休 館 の 時 期

も あ っ た り し た け れ ど も 、 市 民 の 方 た ち 、 或 い は 一 般 の 方 た ち に オ ー プ

ン に で き る よ う な 活 動 と い う の を ず っ と 続 け て こ ら れ た と い う の は 、 大

変素晴らしいことだなと 感じている 。 

 

 【会長】  

 ありがとうございます。  

そ れ で は ２ 番 目 に 、 工 芸 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 説 明 が あ っ た 。 特 に 、

高 松 盆 栽 の 郷 を 核 と し た 事 業 に つ い て 説 明 が あ っ た の で 、 こ れ に 関 わ っ

てご意見いただきたい。いかがでしょうか。  

 

 【委員】  

 高 松 盆 栽 で プ ロ ジ ェ ク ト や っ て い た だ い て い る が 、 県 主 導 の 県 産 品 で

リ モ ー ト シ ョ ー な ど も 行 っ て い て 、 盆 栽 で い え ば １ ０ 年 前 か ら リ モ ー ト

的 な 商 談 は あ っ た が 、 今 回 の 取 引 で 新 た な Ｅ Ｕ 圏 内 で ２ か 国 と 取 引 も

し 、 多 く の 注 文 い た だ き 、 新 た な 方 向 性 が 見 え て き た と 思 う 。 思 い の ほ

か 金 額 も ま と ま っ て 、 何 百 万 円 単 位 で 取 引 も で き た の で 、 僕 ら の 年 代 だ

け で は な く 、 年 配 の 方 も 参 加 し て 、 デ ジ タ ル 技 術 を 上 手 く 使 え な い 方 で

も、リモートの取引できたら良いことだと思う 。 

ま た 、 高 松 ブ ラ ン ド と い う こ と で 、 僕 ら も 盆 栽 に 「 高 松 」 と い う 名 前

を い か に 浸 透 さ せ る か 、 海 外 で 知 っ て も ら う か と い う と こ ろ が １ つ の 課

題 で 、 神 戸 牛 み た い な 厳 格 な 基 準 が な い の で 、 非 常 に 痛 し 痒 し な と こ ろ

だ が 、 基 準 を い か に 仲 間 内 で す り 合 わ せ し て い く か っ て い う の は 、 こ の

内 々 の 課 題 と し て は 最 大 の 問 題 点 だ と 思 っ て い る 。 庵 治 石 も そ う だ し 、

高松盆栽をいかに知って もらうかというのは、次の課題である。 

先 日 、 香 港 に も 出 荷 し て 、 向 こ う の ビ ジ ネ ス パ ー ト ナ ー か ら 、 タ グ を

ぶ ら 下 げ て 欲 し い と 要 望 が あ り 、 そ の タ グ に は 、 「 高 松 盆 栽 」 と 書 け れ

ば よ か っ た が 、 先 方 か ら の 要 望 で 、 「 日 本 盆 栽 」 と 入 れ て 欲 し い と 言 う



7 

の で 、 こ ち ら で タ グ を 作 っ て 、 「 日 本 盆 栽 」 と 「 中 西 珍 松 園 」 と い う タ

グを作らせてもらって、全部につけて出荷した。  

そ れ で 今 、 県 と 打 ち 合 わ せ し て い る の は 、 電 子 タ グ に 何 か 高 松 の 情 報

を 入 れ 込 ん で 、 観 光 な り 、 他 の 特 産 物 な り 、 そ の 電 子 タ グ に 可 能 性 を 見

い だ せ な い か な と 。 今 の 状 態 で は 、 そ の 電 子 タ グ に 取 引 デ ー タ を 入 れ て

い る が 、 「 高 松 盆 栽 」 の 盆 栽 に 付 け る 電 子 タ グ の 可 能 性 が ど う に か 広 が

ったらなと思っている 。 

 

【会長】  

 ありがとうございます。  

先 ほ ど 、 事 務 局 の 説 明 で は 、 「 盆 栽 の 郷 を 核 と し た 盆 栽 ツ ー リ ズ ム 」

という言葉があった が、これは何か関係されて いるか。 

  

【委員】  

 特 に 関 係 は な い が 、 今 年 は コ ロ ナ 禍 で の 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 が 開 催 さ れ

る が 、 い か に 観 光 客 に 内 陸 に 来 て も ら う か と い う こ と が 課 題 で 、 内 陸 観

光 に 壁 を す ご く 感 じ て い る 。 極 端 な 話 で 、 瀬 戸 内 の 島 々 を １ 日 休 ま せ て

あ げ る み た い な ア イ デ ア で 、 鬼 無 や 屋 島 、 塩 江 と い っ た 内 陸 の 観 光 地 に

いかに足を運んでもらうか 。そういった壁を打開してもらいたい。  

 

 【会長】  

 今 年 は 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の 開 催 年 で あ る 。 コ ロ ナ が 収 ま っ て く れ

ば 、 国 際 的 な ツ ー リ ズ ム の 可 能 性 が 開 け て き て 、 そ れ を 海 か ら 陸 へ と い

う中で、「 盆栽ツーリズム」というのもあるということ だった。 

先ほどのお話にも出ましたが、庵治石の関係ではいかが か。 

 

【委員】  

石 に 限 ら ず だ が 、 こ の コ ロ ナ 禍 で 今 、 随 分 、 各 産 業 ・ 商 業 も 弱 体 化 し

て い っ て 、 こ の 影 響 は 数 年 は 少 な か ら ず 残 る と 思 う 。 い か に 見 て み て も

ら う か と い う こ と だ が 、 展 示 会 も 中 止 に な っ た し 、 今 、 石 あ か り ロ ー ド

を ど う し よ う か と い う 検 討 中 だ が 、 な か な か 思 う よ う に 動 け な い 。 た

だ 、 例 と し て 、 流 美 術 館 の 理 事 を や っ て い る の だ が 、 昨 年 １ ２ 月 に コ ロ

ナ に 配 慮 し て 、 見 て い た だ い た が 、 予 想 の ６ 倍 ぐ ら い の 人 が 来 ら れ て 、

も ち ろ ん 、 で き る だ け 密 に な ら な い よ う に し た が 、 や は り 、 皆 さ ん 、 外
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に 行 き た い 、 足 を 運 び た い 、 観 光 を し た い っ て い う 思 い は 、 僕 ら が 思 っ

て い る 以 上 に 、 相 当 あ る の で は な い か と 。 だ か ら 、 コ ロ ナ 禍 が い つ 明 け

る か は 分 か ら な い が 、 そ こ へ 向 け て 、 オ ン ラ イ ン で の 商 売 や イ ン タ ー ネ

ッ ト を 通 し て の 広 報 活 動 を 考 え て い く こ と は 大 切 な こ と だ と 思 う 。 庵 治

石 の 広 報 活 動 な ど の 準 備 も し て い る 。 た だ 、 ど う し て も 各 業 者 息 切 れ し

始めるので、もどかしい思いではある。  

屋 島 の 山 上 観 光 交 流 拠 点 施 設 に 関 し て 、 ま だ 、 あ ま り 広 報 で き て な い

よ う に も 思 う し 、 指 定 管 理 者 が 、 県 外 の 業 者 に な っ た の で 、 高 松 に 来 ら

れ る の か ど う か 、 心 配 し て い る が 、 と り あ え ず 来 る べ き コ ロ ナ 明 け 、 も

し く は オ ン ラ イ ン で 商 売 が で き る よ う な も の を 考 え て い く し か し ょ う が

ないと思う 。 

 

 【会長】  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 工 芸 プ ロ ジ ェ ク ト 関 係 で 他 に あ る か 。 な い

よ う で あ れ ば 、 食 の プ ロ ジ ェ ク ト の 方 に 移 り た い 。 こ ち ら の 方 で ご 意 見

ある方お願いしたい。 

  

 【委員】  

 食 じ ゃ な く て 盆 栽 の 方 で い い か 。 今 、 私 は 神 戸 大 学 大 学 院 で 、 地 域 ブ

ラ ン ド 、 ブ ラ ン デ ィ ン グ の 研 究 を し て い て 、 広 島 大 学 で は 地 域 ブ ラ ン ド

の 講 師 を し て い る が 、 地 域 団 体 商 標 、 地 域 特 産 品 ブ ラ ン ド は ご 存 知 だ ろ

うか。 

 

 【会長】  

産地証明ですよね。  

 

【委員】  

香 川 県 は 地 域 ブ ラ ン ド の 商 標 が 取 れ て い る 数 が か な り 少 な い 。 自 分 が

開 発 や プ ロ デ ュ ー ス を し て い る 「 ま ん の う ひ ま わ り オ イ ル 」 に 関 し て は

商 標 が 取 れ そ う で 、 庵 治 石 は 既 に 取 れ て い る 。 な の で 、 「 高 松 盆 栽 」 も

地 域 団 体 商 標 を 、 ま ず 取 得 す る と こ ろ か ら 始 め ら れ た ら ど う か 。 県 や 農

林 水 産 省 の 出 先 機 関 に 相 談 し た ら 、 お そ ら く 半 年 ぐ ら い で 取 得 で き る と

思う。 

あ と 、 お そ ら く 、 今 の コ ロ ナ 禍 に お い て は 、 大 義 名 分 が な い と 旅 行 し
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な い と い う 風 に な っ て い る の で 、 盆 栽 を ふ ら っ と 見 に 行 く と い う こ と が

少 な い と 思 う 。 市 の 方 で 、 「 盆 栽 ツ ー リ ズ ム 」 と い う 言 葉 を 作 ら れ て い

る の で あ れ ば 、 受 入 体 制 を 作 っ て 、 カ ス タ マ ー ジ ャ ー ニ ー マ ッ プ の よ う

な 、 こ の 人 に 電 話 し て こ う い う ふ う に 見 学 で き る と い う ル ー ト を 作 っ

て 、 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し た り 、 そ れ を Ｐ Ｒ し た り す る と 、 お そ ら く 応

募があるのでは。  

あ と 、 海 外 の 人 に 人 気 が あ る 観 光 地 と し て 、 東 京 の 「 盆 栽 美 術 館 」

が 、 ト リ ッ プ ア ド バ イ ザ ー で 第 ２ 位 だ っ た こ と が あ る そ う だ 。 や は り 、

瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 と 盆 栽 も 非 常 に 相 性 が い い と い う か 、 Ｐ Ｒ し た ら そ れ

だ け 反 響 が あ る の で は な い か と 思 う 。 ツ ー リ ズ ム の 受 入 体 制 を 整 え た

り 、 ル ー ト を 案 内 す る 人 を 用 意 し た り す れ ば Ｐ Ｒ で き る し 、 ジ ャ パ ン ブ

ラ ン ド と し て 、 高 松 盆 栽 を も っ と Ｐ Ｒ す る 動 き が 明 確 に あ っ た ら い い と

思う。 

 

 【会長】  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ぜ ひ 参 考 に し て い た だ き た い 。 そ れ で は 、

交流プロジェクトのところでご意見ありますか。  

 

 【委員】  

 創 造 都 市 推 進 局 の 中 に 観 光 交 流 課 が あ る が 、 も う 少 し 具 体 的 な 、 例 え

ば 法 人 格 を 持 っ た 、 高 松 を 中 心 と し て 、 直 島 町 ・ 三 木 町 、 そ れ か ら 琴 電

沿 線 の 町 と か 、 そ れ ぐ ら い の イ メ ー ジ で 地 域 版 Ｄ Ｍ Ｏ を 作 り 、 そ こ で 今

議 論 し て い る よ う な 、 人 づ く り と か 、 体 制 づ く り と か 、 お 金 が 落 ち る 仕

組 み と か 、 当 然 そ の Ｄ Ｍ Ｏ を 運 営 す る た め の お 金 の ま わ し 方 も 含 め た 、

そういった別次元のレイヤーを 作ってはいかがか。 

そ れ か ら 、 香 川 県 全 体 の Ｄ Ｍ Ｏ が あ る が 、 期 待 し て い た が 、 残 念 な が

ら 県 庁 の 中 で 作 っ て し ま っ た の で 、 香 川 県 の 観 光 推 進 課 と 、 観 光 協 会 と

遜 色 は ほ と ん ど な く 、 同 列 の Ｄ Ｍ Ｏ に し か 受 け 付 け ら れ て い な い 。 あ る

方 が リ ー ダ ー や っ て い た と き は 、 香 川 県 で 面 白 い レ イ ヤ ー が で き る と 思

っ て い た が 、 残 念 な が ら 、 人 は ３ 年 ぐ ら い で 変 わ っ て い く 体 制 な の で 、

もっと民間主導型で、高松版ＤＭＯができたらいいと思う 。 

 

 【会長】  

 民 間 主 導 で 地 域 型 の Ｄ Ｍ Ｏ を 作 る と い う 提 案 が あ り 、 こ れ は ぜ ひ 具 体
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化に向けて動いていただきたいと思う 。 

最 近 、 お 城 の こ と で 、 テ レ ビ で 取 り 上 げ ら れ て い ま し た が 、 何 か 交 流

プロジェクトに関わって、ご意見ありませんか。  

 

 【委員】  

 平 成 ２ ６ 年 に な る が 、 金 沢 市 の 方 に 視 察 に 行 っ た と き に 、 す ご く 感 動

し た の が 、 ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド 「 ま い ど さ ん 」 と い う 取 組 だ っ た 。 「 ボ

ラ ン テ ィ ア 大 学 校 」 と い う 人 づ く り の 取 組 が 、 ま い ど さ ん を 生 み 出 し て

いる。 

高 松 市 の 来 年 度 の 予 算 と か を 見 て い る と 、 ど ち ら か と い う と イ ベ ン ト

自 体 に 予 算 を 使 わ れ て い る 、 又 は 、 計 画 さ れ て い る よ う な 項 目 が 多 い よ

う な 印 象 を 持 っ た 。 も ち ろ ん 減 ら す と か そ う い う こ と で は な く 、 一 方

で 、 こ う い っ た 活 動 を 起 こ し て い る 人 た ち を 育 て た り 、 或 い は そ の コ ミ

ュ ニ テ ィ を 形 成 し て い く よ う な 取 組 に 対 し て 、 も う 少 し こ の 継 続 的 な 予

算 と い う の を 、 配 分 し て い く べ き だ と 思 っ て い る 。 つ ま り 、 人 づ く り に

対 す る 、 創 造 都 市 の プ ロ ジ ェ ク ト だ っ た り 、 予 算 だ っ た り と い う と こ ろ

が 、 ち ょ っ と 抜 け て い る の で は な い か な と い う の は 、 以 前 か ら 思 っ て い

る 。 じ ゃ あ 、 具 体 的 に ど う す る の か と い う と こ ろ の 、 話 し 合 い も な い と

当 然 で き な い の で 、 例 え ば 、 金 沢 の ボ ラ ン テ ィ ア 大 学 校 と か 、 或 い は 人

づ く り に 関 し て 、 こ ん な 取 組 を し た ら い い の で は な い か な ど 、 も し ア ド

バイスをいただければ 。 

 

 【会長】  

 今 、 お 話 に 出 た 「 ボ ラ ン テ ィ ア 大 学 校 」 は 、 こ れ は 、 特 に 金 沢 の 歴 史

だ と か 、 文 化 に 関 心 を 持 っ て 来 ら れ る 方 々 が 大 勢 お ら れ て 、 そ れ で 観 光

の ボ ラ ン テ ィ ア と し て 、 ま い ど さ ん と い う グ ル ー プ が 出 来 て い る 。 英 語

を話せるまいどさんもおられる。  

そ う い う シ ス テ ム と い う の は 、 創 造 都 市 事 業 の 前 か ら 金 沢 市 が か な り

取 り 組 ま れ て い る と い う こ と が あ り ま す し 、 そ れ か ら 、 「 金 沢 市 民 芸 術

村 」 と い う の が 、 ２ ０ 世 紀 の 終 わ り に 立 ち 上 が っ て い る 。 そ こ は 職 人 大

学 校 と い う も の が 併 設 さ れ て い て 、 職 人 の 養 成 を 無 料 で や っ て い る 。 そ

こ で 卒 業 し た 人 た ち の 仕 事 と し て 、 傷 ん だ 町 家 を 再 生 す る と か 土 塀 を 再

生 す る と か っ て い う こ と で 、 都 市 景 観 の 再 生 に つ な が っ て く る 。 す べ て

事業が一貫している。 
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だ か ら 、 中 心 の と こ ろ に 人 づ く り と い う か 、 或 い は 技 を 継 承 し て い く

と い う か 、 そ う い う も の が あ る と 、 ず っ と 継 続 的 な 事 業 を 安 定 的 に 実 施

で き る と い う こ と に な る 。 一 過 性 の イ ベ ン ト の 事 業 と い う よ り は 、 や は

り ベ ー ス は 人 づ く り だ が 、 そ う い っ た と こ ろ に 予 算 を 付 け る と い う こ と

は、とても意味があると思っている 。ご意見ありがとうございました。  

他 に 意 見 が な け れ ば 、 実 は 、 私 、 今 年 の １ 月 の 終 わ り に 北 川 フ ラ ム さ

ん と 奥 能 登 で ご 一 緒 し た 。 そ の 時 は 、 ち ょ う ど 奥 能 登 国 際 芸 術 祭 の 関 連

で シ ン ポ ジ ウ ム を し た の だ が 、 奥 能 登 の ケ ー ス は 、 ２ ０ ２ ０ 年 の 開 催 で

準 備 し て き た の で 、 コ ロ ナ が 流 行 る 前 に 、 作 品 を 作 る ア ー テ ィ ス ト 達 が

現 地 を 訪 れ て い て 作 品 が で き た 。 た だ 、 コ ロ ナ に な っ て １ 年 延 期 し 、 そ

の 中 で も 、 オ リ ン ピ ッ ク 終 わ っ た １ ヶ 月 後 の 、 去 年 の 秋 の 一 番 安 定 し た

時 期 に 開 催 し て 、 全 員 が リ ス ト バ ン ド で 陰 性 で あ る と い う 証 明 す る よ う

な 形 で 、 非 常 に し っ か り し た コ ロ ナ 対 策 を や っ た の で 、 ク ラ ス タ ー な ど

が発生することはな かった。 

今 回 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の 場 合 は 、 事 前 に ア ー テ ィ ス ト が 現 地 に 来 ら

れ な い で 開 催 す る と い う こ と に な る 。 そ れ か ら 期 間 も ３ 期 に 渡 る が 、 事

前 の チ ケ ッ ト 販 売 や パ ス ポ ー ト の 販 売 も コ ロ ナ の 流 行 状 況 に よ っ て は 、

突 然 取 り 止 め に な っ た り す る こ と が あ る 。 そ う い う リ ス ク が あ る と い う

ことを、心配しておられ た。 

し か し 、 芸 術 祭 と い う も の を 継 続 開 催 し て い く 中 で 、 瀬 戸 内 の 再 生 や

或 い は 高 松 市 の 活 性 化 と い う も の が 、 順 調 に 進 ん で き て い る の で 、 ぜ ひ

いろんな知恵を出して、成功させていただきたいと思う 。 

こういったことに関して、何かご意見 があるか 。 

 

 【委員】  

 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 に 、 直 接 に 関 連 し て い な い が 、 全 体 的 に １ つ す ご く

思 っ て い る の は 、 海 外 に 向 け て ア ピ ー ル す る た め に 、 タ ー ゲ ッ ト の 人 た

ち の 言 語 に も っ と 配 慮 が 必 要 だ と 感 じ る 。 例 え ば 、 エ ク ス ペ リ エ ン ス 高

松 と か 、 そ う い う サ イ ト を 見 る と 、 英 語 は 悪 く な い が 、 相 手 を す ご く 期

待 さ せ る と い う 内 容 で も な い 。 多 分 、 英 語 に 長 け て い る 日 本 人 や 、 こ う

い う こ と を 書 い て く だ さ い と た だ 言 わ れ て い る 英 語 の 方 が 書 い て い る 可

能 性 が あ る 。 予 算 の な い 中 で 高 松 を 愛 し て い る 、 そ の 国 の 言 葉 の ネ イ テ

ィ ブ の 人 に 、 そ の 視 点 で も う ち ょ っ と コ ピ ー を 書 い て も ら え る よ う に で

きたらいいなと思 う。 
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私 は 日 本 に ４ ３ 年 い る が 、 日 本 語 で 何 か コ ピ ー を 書 く と い う の は と ん

で も な い 。 日 本 人 の 心 に は 通 じ て い な い と 思 う の で 、 そ う い う 方 を 活 用

ができたらいいなと思う 。  

私 で よ け れ ば 、 ボ ラ ン テ ィ ア で も い い の で 相 談 し た り 入 っ た り す る こ

ともできる 。 

  

 【会長】  

 あ り が と う ご ざ い ま す 。 ぜ ひ ボ ラ ン テ ィ ア で ご 協 力 よ ろ し く お 願 い し

ます。 

 

 【委員】  

 中 央 卸 市 場 の 市 場 フ ェ ス テ ィ バ ル が 昨 年 、 中 止 に な っ た り 、 特 別 開 放

も 中 止 に な っ て い た り す る が 、 う み ま ち 商 店 街 、 市 場 の 中 の テ ナ ン ト は

か な り 埋 ま っ て お り 、 知 名 度 も 上 が っ て い る 。 訪 れ る 方 も 増 え て い る と

感 じ て い る 。 し か し 、 最 近 は 駐 車 場 が 足 り な い よ う に 感 じ て い る 。 せ っ

か く テ ナ ン ト が 入 っ た の に 、 テ ナ ン ト を 埋 め る だ け の お 客 様 の 車 が 収 容

で き て い な い の で は な い か 。 ぜ ひ 、 駐 車 場 の 対 応 を し て い た だ き た い と

思う。 

 

 【委員】  

 先 ほ ど お 話 の 中 で 、 内 陸 部 、 屋 島 へ な か な か 人 が 来 な い と い う 話 も 出

て い た が 、 今 回 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 が あ る が 、 こ れ を 見 る 限 り 、 女 木

島 ・ 男 木 島 ・ 大 島 ・ 高 松 港 、 海 に 面 し た 辺 り し か 会 場 に 指 定 を さ れ て な

い よ う だ が 、 高 松 市 と し て 、 例 え ば 、 玉 藻 公 園 、 栗 林 公 園 、 仏 生 山 、 こ

の 松 平 関 係 の 縦 の ラ イ ン と い う の を 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の み な ら ず 、 こ

れ か ら も ア ピ ー ル し て い く よ う な お つ も り は な い の か 。 こ の 縦 の ラ イ ン

の ヒ ス ト リ ー を ブ ラ ン デ ィ ン グ し て い く よ う な お つ も り は な い の か と 思

った。 

今 は 、 中 野 武 営 の 顕 彰 の 取 組 も 始 ま っ て い る が 、 こ の 中 野 武 営 は 経 済

人 で は あ る が 、 そ の 文 化 へ の 貢 献 度 も 高 い と い う 点 か ら 、 こ う い う 事 業

として、この辺りをアピールしていったらどうかと思って いる。 

 

 【会長】  

 陸 に 向 け た 取 組 に つ い て は 、 後 ほ ど 、 市 役 所 の 担 当 の 方 か ら お 答 え い
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ただくことにする 。 

他 の 方 で 今 日 ご 説 明 が あ っ た 取 組 に つ い て 、 全 体 と し て 何 か ご 意 見 あ

りますか。  

 

【委員】  

高 松 市 文 化 芸 術 ホ ー ル 改 修 事 業 に つ い て 、 私 自 身 も サ ン ポ ー ト ホ ー ル

高 松 を よ く 利 用 し て い る 。 サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 が 改 修 工 事 に よ っ て ２

年 間 使 え な く な る こ と に よ っ て 、 高 松 駅 周 辺 が 、 週 末 と か 平 日 の 夜 と

か 、 人 の 動 き が 減 っ て し ま う と い う こ と が 考 え ら れ る 。 県 民 ホ ー ル も 数

年 前 に 改 修 工 事 が あ っ た が 、 そ の 時 は 、 ホ ー ル の す ぐ 近 く に は 何 か が あ

る と い う わ け で は な か っ た の で 、 使 え な い の か ぐ ら い で 終 わ っ て い た

が 、 今 回 の サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 は 、 駅 の 近 く と い う こ と も あ り 、 港 に

も 近 い と い う こ と も あ っ て 、 人 流 が ど の よ う に 変 わ っ て い く の か と 。 閑

散 と す る の で は な い か と 思 っ た り 、 毎 月 マ ル シ ェ が 日 曜 日 に 行 わ れ た り

し て い た が 、 な く な っ た り す る と 賑 わ い が 減 っ て し ま う こ と が 考 え ら れ

ると思う。  

ま た 、 利 用 す る 側 と し て 思 っ た こ と が 、 周 辺 の 案 内 な ど を サ ン ポ ー ト

ホ ー ル 高 松 か ら し て い た だ く が 、 も っ と 親 切 に い ろ い ろ 教 え て い た だ き

た い 。 ホ ー ル を 使 う 側 の 身 と し て は 、 こ う い う ホ ー ル な の で こ う い う こ

と が で き ま す と い う の が 分 か れ ば い い と 思 う が 、 せ っ か く 他 の ホ ー ル と

連 携 を と る よ う な こ と が イ メ ー ジ と し て で き る の に 、 何 か そ こ を う ま く

利 用 し て い な い よ う な 気 も し て 、 最 長 ２ 年 で 工 事 が 終 わ っ て 、 利 用 者 が

返 っ て き た と し て も 、 そ れ を も っ と 魅 力 的 な も の と し て 、 新 し く な っ た

か ら 使 う と い う の は あ る か も し れ な い が 、 や っ ぱ り こ こ が い い ね と 思 っ

て も ら え る よ う な 流 れ を 、 今 の う ち に 作 っ て お く べ き じ ゃ な い か と い う

こ と を 思 っ た 。 例 え ば 県 民 ホ ー ル は 、 民 間 の 指 定 管 理 者 が 、 そ う い う ノ

ウ ハ ウ を 持 っ て い る と こ ろ も あ る か も し れ な い し 、 そ う い う と こ ろ を 生

か す こ と が で き れ ば 、 ホ ー ル 事 業 を や り た い 団 体 の 人 た ち に と っ た ら 、

こ の ２ 年 間 も 有 意 義 に 過 ご せ る の で は な い か と い う ふ う に 思 っ た り し て

いる。 

 

 【会長】  

 これはまた最後、市役所の担当の方からお答えいただきたいと思 う。  

そ れ で は 、 一 旦 こ こ で 議 論 を 仕 切 り ま し て 、 今 日 は 第 ５ 期 Ｕ ４ ０ の 穴
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吹 会 長 が 来 て お ら れ る 。 前 々 か ら Ｕ ４ ０ の 活 動 に つ い て も 、 ぜ ひ 聞 き た

い と い う 意 見 が あ り ま し た の で 、 穴 吹 会 長 か ら Ｕ ４ ０ の 動 き 、 取 組 に つ

いてご説明いただきたい。  

 

 【ゲスト（第５期 U４０会長）】  

 改 め ま し て 、 第 ５ 期 Ｕ ４ ０ の 会 長 を 務 め さ せ て い た だ い て お り ま す 、

穴吹英太郎と申します。  

Ｕ ４ ０ は 、 任 期 は ２ 年 間 で 、 民 間 の 事 業 者 や 市 民 団 体 の 方 、 そ し て 市

の 若 手 職 員 で 構 成 さ れ る 組 織 で 、 高 松 市 創 造 都 市 推 進 懇 談 会 改 め Ｕ ４ ０

という形で、現在 ２３名で活動させていただいて いる。 

今 ま で の 実 績 と し て 、 現 在 私 が 務 め さ せ て い た だ い て い る の は 第 ５ 期

だ が 、 私 は 第 ４ 期 か ら 参 加 し て い て 、 Ｕ ４ ０ は ち ょ う ど １ ０ 年 目 の 組 織

になる。 

錚 々 た る 諸 先 輩 方 が 参 加 さ れ て 、 ２ 年 の 任 期 で 務 め て い る 。 私 が 参 加

を 決 意 し た の も 、 第 ３ 期 の 先 輩 方 の 事 業 を 見 た こ と が き っ か け に な る 。

懇 談 会 と い う 名 前 で は あ る が 、 市 政 の 意 見 や 提 言 に と ど ま ら ず 、 実 際 に

事 業 を 行 う な ど 、 「 非 常 に 参 加 意 識 が 高 い Ｕ ４ ０ 世 代 が 参 加 し て い る こ

と」が大きな特徴だなと思っている 。 

以 前 の 先 輩 方 が 行 っ た 具 体 的 な 事 業 例 と し て 、 産 業 振 興 課 で 所 管 し て

い る 「 た か ま つ 工 芸 ウ ィ ー ク 」 は Ｕ ４ ０ の 発 案 で 始 ま っ た 事 業 で あ り 、

日 本 パ ラ 陸 上 の 屋 島 の 陸 上 競 技 場 で 行 わ れ た 時 の 受 け 入 れ に 際 し て 作 成

さ れ た ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ の あ る 方 向 け の マ ッ プ 作 成 な ど が 代 表 的 。 マ ッ

プ 作 成 に つ い て は 、 Ｎ Ｈ Ｋ の 全 国 放 送 で 取 り 上 げ ら れ る な ど 、 い く つ も

実績を残している 。 

た だ 、 こ れ も た っ た ２ 年 間 の う ち 、 １ ０ 回 程 度 の ス ケ ジ ュ ー ル と 予 算

の 枠 内 で 行 っ て お り 、 実 際 は 各 委 員 の 積 極 的 参 加 の も と に 多 分 な 役 割 負

担 で 実 現 し た こ と で も あ っ た の で 、 い い と こ ろ で も あ り 、 改 善 点 で も あ

るっていうところで ある。  

で は 、 こ の 現 在 第 ５ 期 は 何 を や っ て い る の か と い う と こ ろ だ が 、 私 が

参 加 し て い た 第 ４ 期 で は 、 ち ょ う ど コ ロ ナ 禍 に 直 面 し た と こ ろ で 、 開 催

が 非 常 に 難 し く な り 、 な か な か 思 う よ う な 実 績 を 残 す こ と が 難 し か っ

た 。 そ の 反 省 も 踏 ま え て 、 オ ン ラ イ ン で な か な か メ ン バ ー 間 の チ ー ム ワ

ー ク も つ く れ な か っ た 中 で 、 丁 寧 に チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ を 行 っ て き た の

が、第５期Ｕ４０ の前半だった。 
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最 初 に 、 市 の 政 策 課 の 方 に 来 て い た だ い て 、 我 々 Ｕ ４ ０ 世 代 が 直 面 す

る 将 来 課 題 の 共 有 か ら 始 め よ う と い う こ と で 、 ２ ０ ４ ０ 年 問 題 に つ い て

考 え た 。 決 し て 楽 観 視 で き な い 事 実 に 向 か っ て 、 我 々 現 在 何 が で き る の

か と い う ス タ ー ト ラ イ ン を 共 有 し た 。 そ こ か ら 、 で は 高 松 市 と し て ど う

い う 、 高 松 ら し さ っ て 何 だ ろ う 、 選 ん で も ら え る 、 移 住 な の か そ れ と も

交 流 人 口 な の か 、 そ う い っ た と き に 選 ん で も ら え る 都 市 と し て 、 我 々 、

高 松 市 、 自 分 た ち の 街 を ど う 思 っ て い る の か と い う こ と を 、 言 語 化 す る

っていうことに取り組んできた。 

そ の 中 で 、 た だ 端 的 に 自 分 の こ と を 考 え よ う と い う の は 難 し い の で 、

世 界 の 先 行 事 例 を 勉 強 し た 。 例 え ば 、 フ ラ ン ス の ナ ン ト だ っ た り 、 ア メ

リ カ の ポ ー ト ラ ン ド 、 ま た 、 北 海 道 の 美 瑛 の 事 例 だ と か 、 そ の 都 市 の 特

徴 だ っ た り 、 市 民 が 主 体 と な っ た 活 動 っ て い う と こ ろ に お い て 、 創 造 的

に 、 す ご く 難 し い 街 の 状 況 か ら 、 Ｖ 字 回 復 し た 都 市 の 事 例 を 勉 強 し て 、

高松だったらっていうところで考えてきた。  

キャッチコピーを作ると いうのを、 3 回にわたってやってきたが 、これ

は 大 変 気 づ き の 多 い ワ ー ク だ っ た 。 そ の 合 間 に 、 昨 年 １ ２ 月 末 に 、 西 成

先 生 に 来 て い た だ い て 、 高 松 ら し さ の 源 泉 と な る 歴 史 と 文 化 に つ い て も

教えていただき、いろいろ思考を深めた 。 

ま ず 前 半 と し て は 、 情 報 の イ ン プ ッ ト と キ ャ ッ チ コ ピ ー の 作 成 と い う

点 で 、 高 松 ら し さ を 考 え て い っ た が 、 例 え ば 、 私 は 観 光 業 に 携 わ っ て い

て、宿泊施設の運営をしているが、 私のキャッチコピーは「 高松×観光」

を、他の委員だったら「 高松×子育て 」だったり、いろんなテーマ設定の

中 で 自 分 た ち が や っ て い る 専 門 分 野 の 中 で 、 課 題 っ て 何 な の か 、 そ れ を

解決するためにキャッチコピーを考えようっていうプロセスをやった 。  

最 終 的 に 出 て き た キ ャ ッ チ コ ピ ー の プ ロ セ ス の 中 に は 本 当 に 面 白 い と

こ ろ が あ り 、 肝 と し て は 、 こ の 課 題 感 、 高 松 イ コ ー ル 海 町 で あ る こ と が

認 知 さ れ て い な い と い う こ と が 課 題 だ と 思 っ て る 私 は と い う と こ ろ は 、

各 い ろ ん な 方 面 の 分 野 に い る 方 、 ま た 、 市 役 所 の 若 手 職 員 の 人 た ち の 思

い を 知 る こ と に 非 常 に 面 白 さ を 感 じ ま し た し 、 非 常 に 多 様 性 を 感 じ る プ

ロセスだった。 

実 は 、 そ の ２ 年 間 の 任 期 で １ ０ 回 し か 集 ま れ な い 、 な お か つ 、 コ ロ ナ

と 戦 い な が ら や る と い う と こ ろ の 非 常 に 制 限 を 感 じ る 中 で 、 あ が い て る

と こ ろ だ が 、 そ の 中 で 何 か 成 果 を 残 し て い き た い と い う こ と で 、 後 半 と

し て は 、 ア ン ケ ー ト の 作 成 を し て 、 会 議 室 以 外 の Ｕ ４ ０ 世 代 の 意 見 を 拾
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ってみようじゃないかということを、今取り組もうとしている 。 

最 終 的 に 、 大 西 市 長 に 、 そ の 回 収 結 果 だ っ た り 、 分 析 を 発 表 さ せ て い

た だ い た り し て 、 今 期 を 終 え ら れ た ら と 思 っ て い る が 、 我 々 、 Ｕ ４ ０ 世

代 は 、 人 口 構 成 で 言 う と 、 完 全 に そ の 少 数 派 、 マ イ ノ リ テ ィ に な る の

で 、 ど う し て も 政 治 へ の 関 心 が 低 く な っ た り だ と か 、 声 を 上 げ て も 届 か

な い ん じ ゃ な い か と 。 あ ま り よ く な い 、 負 の ス パ イ ラ ル が 起 こ り つ つ あ

る が 、 幸 い 高 松 市 と い う の は 、 こ の Ｕ ４ ０ 世 代 に 向 け て 、 Ｕ ４ ０ 高 松 と

い う 、 市 政 に 参 加 す る 高 松 市 の 公 認 の 窓 口 っ て い う の が 設 定 さ れ て い

る 。 私 た ち は そ の 役 割 と し て 、 若 者 と 市 政 の つ な ぎ 役 に な る よ う な こ と

ができれば、いいの ではないかと。  

事 業 を 提 案 す る と い う こ と も 非 常 に い い ん で す け ど も 、 結 局 、 ２ 年 単

位 の 制 限 っ て い う 任 期 が あ る の で 、 任 期 と と も に 人 が 変 わ っ て し ま え

ば 、 や っ て る こ と が ま た 変 わ っ て く る っ て い う の は 非 常 に 継 続 性 が な い

と。 

一 方 で 、 ２ ０ ４ ０ 年 問 題 、 そ う い っ た 地 域 の 課 題 に 対 し て 、 長 期 的 に

取 り 組 ん で い か な け れ ば い け な い の に 、 ２ 年 単 位 で や る っ て こ と は 非 常

に デ ィ ス ア ド バ ン テ ー ジ だ と い う と こ ろ で 、 何 か 積 み 上 げ て 残 し て い け

る も の は な い か な と い う 中 で 、 Ｕ ４ ０ 世 代 の 意 見 を も う 少 し 見 え る 化 さ

せ て い く と い う こ と は 、 我 々 だ っ た ら で き る の で は な い か な と 思 っ て い

る 。 本 当 に 、 も う 限 ら れ た 回 数 、 人 の 資 源 っ て い う と こ ろ も あ る が 、 で

き れ ば 、 こ の ア ン ケ ー ト の 取 組 、 来 期 も 続 け て い た だ く よ う な 形 に し

て 、 若 者 に と っ て も 、 市 政 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き て る ん だ と い

う こ と を 認 知 し て も ら い 、 関 心 を 持 っ て も ら う 。 そ し て 、 市 政 に 対 し て

は 、 若 者 は こ う い う ニ ー ズ を 持 っ て い る 、 例 え ば 、 高 松 市 内 で 遊 び に 行

くところがないと いう意見も委員の中から出た。 

そ れ は 、 私 が ま だ ま だ 小 さ い 頃 は 商 店 街 も 非 常 に に ぎ や か で 、 遊 び に

行 く と こ ろ で あ っ た が 、 や は り フ ェ ー ズ が 変 わ っ て き て 、 今 の 世 代 の 若

い 子 た ち の 声 と い う の は 、 あ ま り 聞 こ え て な い ん じ ゃ な い か な と い う と

こ ろ も あ る の で 、 な の で あ れ ば 、 我 々 が 、 そ う い っ た 中 で 、 彼 ら の 意 見

を 見 え る 化 し て い く と い う こ と に 存 在 価 値 が あ る の で は な い の か な と い

う ふ う に 思 っ て 、 そ う い っ た 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 生 み 出 す と い

う の が 、 現 在 の テ ー マ だ な と 思 い な が ら 、 Ｕ ４ ０ の 事 業 を 、 会 を 進 行 さ

せていただいている 。 
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 【会長】  

 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。 Ｕ ４ ０ の 方 々 が 社 会 の マ イ ノ リ テ ィ

で あ る と い う の は 、 確 か に そ う だ と 。 私 の 世 代 と い う の は 、 団 塊 の 世 代

だ っ た の で 、 マ ジ ョ リ テ ィ で あ る 。 数 が 大 き い の で 、 社 会 に い ろ ん な 意

見 を ぶ つ け て き た と い う の が あ る が 、 今 の Ｕ ４ ０ の よ う な マ イ ノ リ テ ィ

が ど う い う ふ う に 行 動 す る の か と い う の も ま た 、 創 造 都 市 の 中 で 大 き な

課題になるかもしれ ない。  

私 の 方 か ら は 、 で き れ ば ５ 期 に わ た る Ｕ ４ ０ の 方 々 が 一 堂 に 会 し た Ｕ

４ ０ 大 会 の よ う な も の を や っ て い た だ い て 、 そ こ で 、 こ れ か ら の 創 造 都

市 高 松 の 課 題 と か 、 大 規 模 に 議 論 が 起 こ る と い い と 思 う 。 コ ロ ナ の 中 で

は 難 し い の で 、 コ ロ ナ が 収 ま っ た 頃 合 を 見 て 、 そ う い っ た 、 Ｕ ４ ０ 大 討

論 会 の よ う な 、 メ ン バ ー 全 部 そ ろ っ て や る の も い い か も し れ な い 。 そ れ

か ら 、 そ も そ も 創 造 都 市 推 進 審 議 会 を 始 め た と き に 、 Ｕ ４ ０ と い う も の

を 組 織 し て 、 い ず れ 、 そ こ の Ｕ ４ ０ 委 員 か ら 、 審 議 会 委 員 に 入 っ て い た

だ く と 。 つ ま り 、 審 議 会 委 員 の 世 代 交 代 を や っ た ら い い ん じ ゃ な い か と

い う こ と も 考 え て い た の で 、 そ こ ら 辺 の 継 続 性 と か 、 世 代 交 代 と い う よ

うなことも、これから課題になってくると思う 。 

穴吹会長、ありがとうございました。 

残 り の 時 間 、 皆 さ ん 、 ご 意 見 質 問 が 出 て い ま し た の で 、 市 役 所 の 担 当

の 行 政 の 方 か ら 一 旦 お 答 え い た だ け る も の は お 答 え い た だ い て 、 ま と め

に入っていきたいと思う 。  

高松市の担当の方、お願いいたします。  

 

 【事務局（市場管理課）】  

 うみまち商店街の駐車場が不足している話があった。  

 現 在 、 全 て の 店 舗 が 埋 ま り 大 変 賑 わ っ て い る 一 方 で 駐 車 場 が 不 足 し て

い る と い う 問 題 も 発 生 し て い る 。 限 り あ る 施 設 の 広 さ に は な る が 、 今

後 、 時 間 を ず ら し て き て い た だ く 啓 発 を 行 う と か 、 他 に も 駐 車 場 の 満 車

状況を解消できるような取組を考えてまいりたい。  

 

【事務局（文化芸術振興課）】  

本 年 は 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の 年 で あ り 、 玉 藻 公 園 、 栗 林 公 園 、 仏 生 山 法

然 寺 、 そ う い っ た 松 平 家 に 関 す る 縦 の ラ イ ン の ブ ラ ン デ ィ ン グ に つ い て

質 問 が あ っ た こ と に つ い て 、 創 造 都 市 推 進 局 文 化 芸 術 振 興 課 、 文 化 財
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課 、 観 光 交 流 課 が 関 係 し て い る 。 玉 藻 公 園 に つ い て は 、 来 年 度 の 瀬 戸 内

国 際 芸 術 祭 の 会 期 中 に 、 桜 御 門 が 完 成 す る 予 定 で あ る 。 こ う い っ た と こ

ろ で 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の お 客 様 に も つ な が る よ う な Ｐ Ｒ を し た い と 思

う 。 栗 林 公 園 に つ い て は 、 過 去 の 芸 術 祭 に お い て も 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭

の 実 行 委 員 会 も 含 め て 、 イ ベ ン ト 等 を 積 極 的 に 行 っ て い る と こ ろ で あ

る 。 仏 生 山 法 然 寺 に つ い て は 、 数 年 前 に な る が 、 さ ぬ き 市 の 霊 芝 寺 の 墓

所 と 共 に 、 仏 生 山 法 然 寺 の 墓 所 が 国 の 史 跡 に も な っ て い る 。 こ う い っ た

３ つ の 松 平 家 に 関 す る 貴 重 な 文 化 財 で あ っ た り 、 観 光 資 源 で あ っ た り す

る 場 所 な の で 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の 機 会 を 捉 え て 、 関 係 各 課 で Ｐ Ｒ し た

い。 

中 野 武 営 の Ｐ Ｒ に つ い て は 、 今 、 顕 彰 会 の 方 で 銅 像 の 制 作 に 向 け た 準

備 を 行 っ た り 講 演 会 を 行 っ た り 、 冊 子 の 作 成 な ど も し て い る 。 渋 沢 栄 一

が 、 大 河 ド ラ マ で 取 り 上 げ ら れ た よ う に 、 中 野 武 営 も 香 川 に お い て は 同

じ よ う な 役 割 を し た 人 物 だ と 認 識 し て い る 。 そ の よ う な こ と か ら 、 創 造

都 市 推 進 局 、 特 に 文 化 ・ 観 光 ・ ス ポ ー ツ 部 に お い て Ｐ Ｒ を し た い と 思 っ

ている。 

続 い て 、 サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 休 館 中 の サ ン ポ ー ト 周 辺 の ご 提 案 に 関

し て の お 答 え だ が 、 現 在 、 サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 で は 、 来 年 度 か ら の 休

館 に つ い て 、 利 用 者 の 方 に 対 し て 、 ア ナ ウ ン ス し て い る が 、 今 回 の 意 見

も 踏 ま え て 、 よ り 丁 寧 に し た い と 思 っ て い る 。 一 方 、 休 館 中 で は あ る

が 、 １ 階 の 市 民 ギ ャ ラ リ ー 、 同 じ く １ 階 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ラ ザ は

引き続き開館している。 

サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 の 活 動 と い う の は 、 ホ ー ル 内 が 今 ま で は 中 心 で

あ っ た が 、 今 後 は 、 市 民 ギ ャ ラ リ ー で の イ ベ ン ト で あ る と か 、 ア ウ ト リ

ー チ 、 ホ ー ル か ら 出 か け て 市 民 の 方 に 文 化 芸 術 を 楽 し ん で い た だ く と い

う機会の創出も重要だと思っている 。 

あ と 、 こ れ は ホ ー ル の 事 業 で は な い が 、 文 化 芸 術 振 興 課 や 観 光 交 流 課

で は 、 サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 周 辺 、 要 は サ ン ポ ー ト エ リ ア で の イ ベ ン ト

等 も や っ て い る こ と か ら 、 現 在 コ ロ ナ 禍 で 縮 小 し て や っ て い る も の が 多

い が 、 従 来 通 り 音 楽 の イ ベ ン ト で あ っ た り 、 パ フ ォ ー マ ン ス で あ っ た

り、そういったものができるように、今後も計画してまいりたい。  

 

【事務局（農林水産課）】  

盆 栽 に つ い て 、 お 話 の あ り ま し た 電 子 タ グ に つ い て は 、 今 後 事 業 を 行
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っていく中で、検討していきたい と 考えている。  

高 松 ブ ラ ン ド の 基 準 を 定 め る 課 題 と い う の は 、 市 の 方 も 認 識 し て お

り 、 地 域 団 体 商 標 も 以 前 、 検 討 と し た こ と は あ る が 、 今 後 、 地 域 団 体 商

標については、県とも連携して検討して まいりたい。 

盆 栽 ツ ー リ ズ ム で あ る が 、 こ れ も い た だ い た ご 意 見 を 十 分 参 考 に さ せ

て い た だ き な が ら 、 今 後 の 事 業 の 方 に 、 取 り 組 ん で ま い り た い 。 見 学 ル

ート、マップ等をこの辺りもまた参考にさせていただければと思 う。 

 

【会長】  

はい。ありがとうございました。  

チ ャ ッ ト の 方 で も い く つ か 提 案 が 出 て お り ま す の で 、 こ れ も ご 覧 く だ

さい。Ｕ４０の方への提案だったと 思いますが、お話になりますか。  

 

【委員】  

今 、 短 歌 が ブ ー ム な の で 、 自 治 体 の キ ャ ッ チ コ ピ ー の 研 究 を し て い

て 、 自 治 体 の キ ャ ッ チ コ ピ ー が 全 部 載 っ て い る 本 で は 、 「 も っ と 高 松 」

と か 短 い の が 多 か っ た の で 、 ３ １ 文 字 ぐ ら い で 表 現 し た 方 が も っ と 魅 力

が 発 信 で き る し 、 短 歌 が 初 め て 自 治 体 の キ ャ ッ チ コ ピ ー に な っ た よ と い

うので宣伝にもなるのでは ないか。  

あ と 、 質 問 だ が 、 玉 藻 公 園 は 高 松 市 が 管 轄 で 、 栗 林 公 園 は 香 川 県 が 管

轄 だ と 思 う が 、 松 平 の ３ つ の 場 所 の ス ト ー リ ー を 、 １ 枚 に し た よ う な 、

何 か ブ ラ ン デ ィ ン グ サ イ ト み た い な の は 、 現 在 あ っ た り す る か 。 県 と 市

で 、 公 園 の 管 理 が 違 っ て い る け れ ど 、 そ れ が Ｐ Ｒ す る の に 少 し ハ ー ド ル

になってい るのではないかというところで 質問である。 

 

【事務局（文化芸術振興課）】  

玉 藻 公 園 は 高 松 市 が 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し て 管 理 を し て い る 。 一

方 、 栗 林 公 園 に つ い て は 、 香 川 県 の 方 で 、 一 部 民 間 が 入 っ て い る 。 法 然

寺 に つ い て は 、 寺 院 側 と い う こ と で 、 そ れ ら を 一 つ に し た よ う な Ｐ Ｒ は

なかなかできていないところで ある 。 

た だ 、 観 光 交 流 課 で は 、 エ ク ス ペ リ エ ン ス 高 松 に お い て 、 玉 藻 公 園 や

栗 林 公 園 の 紹 介 を し て い る が 、 関 連 付 け て 仏 生 山 の 法 然 寺 ま で と い う と

ころが、 今できて いないところであ る。 松平家に関係 する 3 つ の観光地

で あ っ た り 、 文 化 財 で あ る 場 所 が 縦 の ラ イ ン で あ る と い う こ と は 、 非 常
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に 重 要 な ポ イ ン ト だ と 思 っ て い る の で 、 今 後 、 意 見 を 参 考 に 何 が Ｐ R で

きるかと思っている。 

 

【会長】  

ありがとうございました。他に意見などはあるか。  

 

【副会長】  

資 料 ３ の 中 で 、 取 り 上 げ た 美 術 館 や そ の 他 の 事 業 も す べ て 子 ど も た ち

が 参 加 し て い る 。 子 ど も た ち が こ れ だ け 楽 し そ う に 参 加 で き る 取 組 み と

い う の が 、 本 当 に こ れ か ら の 高 松 市 の 未 来 を 描 い て る よ う な 気 が し て い

て 、 私 は 未 来 あ る 子 ど も た ち が こ れ だ け 活 発 な 様 子 を 伺 え る こ と は 、 こ

の高松市の未来は明るいのではないかというふうに思って いる。 

高 松 市 は 、 ス マ ー ト シ テ ィ に 取 り 組 み な が ら 、 さ ら に ス ー パ ー シ テ ィ

に と い う 構 想 を 持 っ て い て 、 高 松 市 長 は 、 そ の 準 備 チ ー ム と し て 、

DAPPY（ ダ ッ ピ ― ） を 設 置 な さ っ た と 、 こ の 間 広 報 に 書 い て あ っ た の

で 、 こ れ は と て も 大 事 な こ と だ と 思 う し 、 こ れ を 進 め て い た だ け た ら い

い と 思 う 。 １ ０ 年 も 前 か ら 存 在 し て い た Ｕ ４ ０ の 説 明 と 、 こ れ か ら の 取

組 み と か 、 穴 吹 会 長 の 上 手 な ご 説 明 で よ く 理 解 で き た 。 頼 も し い と 思 っ

た。 

ま た 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 中 で 、 子 ど も た ち に 劇 団 四 季 の ミ ュ ー

ジ カ ル を オ ン ラ イ ン で 配 信 し て い る 。 こ う い う の を ぜ ひ た く さ ん 配 信 し

て い た だ け た ら と 思 う 。 本 当 に 、 こ の 創 造 都 市 と い う の が 、 す ご く 良 い

方向に向かっているの ではないかと、本当にそう思った。  

 

【委員】  

コ ロ ナ 禍 に お い て イ ベ ン ト と か 行 事 も 、 最 近 は 少 な く な い な と は 思 っ

て い る 。 実 際 に 会 場 に 足 を 運 ん だ 時 に 、 感 染 対 策 が き ち ん と で き て い る

団 体 と 、 あ ま り で き て い な い 、 あ ま り 気 に せ ず 開 催 し て い る 団 体 が あ る

と感じているところもあ る。 

イ ベ ン ト 開 催 の ガ イ ド ラ イ ン っ て い う の が 県 か ら 出 て い る と 思 う が 、

ガ イ ド ラ イ ン と い う の は 香 川 県 の ガ イ ド ラ イ ン に 従 う べ き な の か 、 高 松

市 か ら は 発 信 し な い の か と い う 質 問 が 出 た が 、 今 ま で 香 川 県 の 方 の 意 見

し か 聞 い た こ と が な か っ た の で 、 こ の 機 会 に 高 松 市 の ご 意 見 も 聞 け た ら

と思う。 
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【事務局（文化芸術振興課）】  

ご意見ありがとうございます。  

基 本 的 に 高 松 市 の イ ベ ン ト 開 催 に つ き ま し て は 、 国 の ガ イ ド ラ イ ン で

あったり、県のイベントの 開催基準に基づいて いる。 

た だ 、 こ れ は ベ ー ス で あ っ て 、 例 え ば 音 楽 で あ っ た り 、 演 劇 で あ っ た

り 、 そ れ ぞ れ 業 種 別 の ガ イ ド ラ イ ン も あ り 、 そ れ に 基 づ い て 開 催 し て い

る と い う の が 現 状 で あ る 。 た だ 、 そ の ガ イ ド ラ イ ン だ け を 守 れ ば 安 全 に

で き る か と い う と こ ろ だ が 、 や は り 我 々 と し て は 、 例 え ば 年 齢 層 に よ っ

て 、 イ ベ ン ト に よ っ て も 違 う と は 思 う 。 子 ど も が 多 い イ ベ ン ト で あ っ た

り 、 高 齢 者 の 方 が 多 い イ ベ ン ト で あ っ た り 、 或 い は ホ ー ル で は な く て 屋

外 で や る イ ベ ン ト で あ っ た り 、 そ う い っ た ガ イ ド ラ イ ン だ け で は 十 分 に

読 み 取 れ な い 部 分 に つ い て は 、 保 健 所 の 専 門 家 の ご 意 見 を 聞 き な が ら 、

そ れ で あ れ ば ガ イ ド ラ イ ン 通 り で い い よ と か 、 も っ と 人 を 減 ら し た 方 が

い い ん じ ゃ な い か と か 、 そ う い っ た ご 意 見 を い た だ き な が ら 、 今 や っ て

いる状況である。  

い ず れ に し て も 、 我 々 コ ロ ナ と 付 き 合 い だ し て ２ 年 以 上 経 っ て い る 。

実 際 に 、 文 化 芸 術 を な ん で も か ん で も 止 め る と い う よ り も 、 ガ イ ド ラ イ

ン を 守 り な が ら 、 文 化 芸 術 を 鑑 賞 し て い た だ き 、 そ う い っ た 場 を 創 出 す

る こ と も 、 重 要 だ と こ の ２ 年 間 感 じ て い る の で 、 こ れ か ら も ガ イ ド ラ イ

ン 、 基 準 を 守 り な が ら も 文 化 芸 術 活 動 を 行 っ て ま い り た い と 思 っ て い

る。 

 

【会長】  

全 世 界 的 に 、 芸 術 文 化 部 門 っ て い う の か 、 こ れ が か な り 体 力 を 削 が れ

て し ま っ て い て 、 風 前 の 灯 だ と い う と こ ろ も あ る 。 秋 田 の わ ら び 座 と い

う 民 俗 芸 能 の 劇 団 も 、 秋 に 倒 産 し て し ま っ て 再 建 の 途 上 で あ る 。 な の

で 、 や は り コ ロ ナ の 先 の 展 望 を し っ か り 開 い て い き た い し 、 そ れ か ら 、

必要な財政的な支援、これはぜひ厚くしていただきたい。  

ス マ ー ト シ テ ィ と か ス ー パ ー シ テ ィ っ て 、 そ れ 自 体 は 主 に 技 術 で あ

る 。 Ｄ Ｘ だ と か 、 こ れ が 先 行 し て い る よ う に 見 え る が 、 私 は や は り 、 人

間 の 顔 を し た ス マ ー ト シ テ ィ と 言 う か 、 も っ と 人 間 の 創 造 性 を 大 事 に し

た ス マ ー ト シ テ ィ で あ る べ き だ と 思 っ て い て 、 そ う い う 意 味 で は 創 造 都

市 と い う も の が 軸 に あ っ て 、 ス マ ー ト シ テ ィ や ス ー パ ー シ テ ィ も 成 功 す

る の で は な い か と 思 っ て い る の で 、 こ の 審 議 会 が 、 そ し て Ｕ ４ ０ の 皆 さ
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ん の 活 躍 が 、 こ れ か ら の 高 松 市 の 、 コ ロ ナ 後 の 展 望 を 開 い て い く と い う

こ と に な っ て い く と 思 う の で 、 引 き 続 き よ ろ し く ご 支 援 を い た だ き た

い。 

 

【委員】  

提 案 で す が 、 Ｕ ４ ０ と 審 議 会 と お 互 い に 交 流 を 持 て る よ う に 、 オ ブ ザ

ー バ ー の 形 で 、 両 方 が 何 名 か 会 合 に 出 席 さ せ て も ら っ て 、 交 流 を 図 れ た

ら 。 例 え ば 、 Ｕ ４ ０ の 方 が 、 会 長 も 仰 っ て い た よ う に 、 こ の 審 議 会 の 方

の委員になってい ただくとか、繋がりができていいと思う 。 

も う 一 つ 、 提 案 だ が 、 「 街 角 に 音 楽 を 」 の グ ル ー プ が 丸 亀 町 壱 番 街 の

ド ー ム で 演 奏 会 を や っ て い た り す る の で 、 高 松 市 美 術 協 会 が 主 催 で 一 般

公 募 に よ る 「 高 松 市 民 美 術 展 」 を 毎 年 ４ 月 上 旬 に 開 催 し て お り 、 美 術 館

の エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル を ご 利 用 い た だ い て 、 美 術 展 の １ 週 間 の 合 間 で 演

奏 会 を 開 い て い た だ く と 。 そ う し た ら 相 乗 効 果 で 、 来 客 が 増 え る の で は

な い か な と 思 っ て い る 。 以 前 か ら 考 え て い る が 、 ま た 提 案 を 出 さ せ て い

ただいて、それが実現できるかどうかご検討いただけたらと思う 。 

 

【委員】  

質 問 が ２ つ あ っ て 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 に 来 場 す る 人 が 内 陸 部 ま で は 来

ら れ な い こ と が 課 題 と な っ て い る と の 議 論 が あ る が 、 海 と 陸 を つ な ぐ 魅

力 的 な ツ ア ー な ど の 企 画 を 民 間 の 旅 行 代 理 店 で 実 験 的 に 販 売 さ れ て い る

事 例 は 過 去 に な い か 。 ま た 、 市 内 の 美 術 館 や ホ ー ル が 連 携 し て 、 情 報 発

信 を さ れ る こ と や 「 た か ま つ 工 芸 ウ イ ー ク 」 で は な い が 、 も う 少 し 大 き

な 括 り で パ フ ォ ー ミ ン グ ア ー ツ 、 美 術 、 デ ザ イ ン な ど 横 断 的 に イ ベ ン ト

を や ら れ る 機 会 と い う の は 過 去 に あ る か 。 特 に 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の 機 会

に合わせて行われたことなど があれば教えていただきたい。 

 

【会長】  

工 芸 ウ ィ ー ク の よ う な 、 大 き な 横 断 的 な イ ベ ン ト が つ く れ な い か と い

う提案ですか。  

 

【委員】  

提 案 と い い ま す か 、 私 も 高 松 行 く 機 会 が 多 い が 、 そ れ ぞ れ の 場 所 で と

て も い い 企 画 を な さ っ て い て 、 で も 、 そ れ を 探 し て い く 必 要 が あ る と 。
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例 え ば 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の 時 に 内 陸 部 に 人 が 来 な い と か 、 い ろ い ろ な

お 話 も 今 ま で あ っ た の で 、 や は り 、 い ろ い ろ な も の が あ る ん だ っ て い う

こ と を 顕 在 化 と い う か 、 見 え る よ う に し て い く っ て い う こ と も 非 常 に 大

事かなと思う。  

私 自 身 は 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 に 毎 回 行 っ て い る が 、 こ う い う 機 会 に 出 会

っ た こ と が な い の で 、 な い の か な と 思 い つ つ 私 が 知 ら な い だ け だ っ た か

も し れ な い し 、 も し 、 今 年 は こ れ か ら ４ 月 に 始 ま る が 、 ま た 今 後 、 こ う

い う 機 会 っ て い う の を 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 が 開 催 さ れ な い 年 で も や っ て

い っ て い た だ け る と 、 皆 さ ん の 注 目 度 は 、 瀬 戸 内 自 体 へ の 注 目 度 が 高 ま

っ て い る の で 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 じ ゃ な い 時 で も あ っ て も い い の か な

と。 

あ と 、 質 問 の １ つ 目 も 、 内 陸 部 に も 魅 力 的 な と こ ろ が た く さ ん あ る 。

そ れ を 繋 い で い く ツ ア ー っ て い う の が あ れ ば 、 ぜ ひ 。 お い し い も の が 食

べ ら れ て 。 今 日 、 こ の 魅 力 、 創 造 都 市 の 中 に あ る コ ン テ ン ツ を た く さ ん

入 れ 込 ん だ よ う な 、 そ う い っ た ち ょ っ と 高 く て も す て き な ツ ア ー が あ る

といいなというところである。  

 

【会長】  

これはまた次回でも引き続き議論したり検討したり できればと思う。  

そ れ か ら 委 員 か ら の 提 案 も あ り ま し た よ う に 、 Ｕ ４ ０ の メ ン バ ー と の

恒 常 的 な 交 流 と い い ま す か 、 そ う い っ た こ と も 合 わ せ て 課 題 と し て 、 浮

か び 上 が っ た と い う こ と を 確 認 し て 、 今 日 は こ れ に て 散 会 し た い と 思

う。 

 

（創造都市推進局長から 挨拶）  

 

４ 閉会 

 （事務局から開会挨拶）  

 

 


